
【別紙様式１】

平成１６年度学校経営計画表

１ 学校の現況

学校番号 特１５ 学校名 茨城県立美浦養護学校 課程 全日制 学校長名 狩谷 重男

教頭名 安達 正男 中田 収励 事務長名 秋田 剛

教職員数 教諭 ７ ７ 養護 ２ 常勤 １６ 非常勤 ２ ２ 事務職 ３ 技術職 ８ 計 １１０実習教諭，実習講
教諭 講師 講師 員 員等師，実習助手

生徒数 学 部 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 合計クラス数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

小学部 ４ ９ １４ ３ ７ １ ８ ４ ３ ３ ４ ５ ４０ ２５ １７
中学部 １４ ５ ７ ４ ８ ４ ２９ １３ １２
高等部 ２４ １２ ２３ ５ １０ ３ ５７ ２０ １３

２ 目指す学校像

児童生徒一人一人の心身の発達，障害の状態及び能力・特性に応じて，その可能性を十分に伸長させ，社会の一
員としてたくましく生きて行ける人間を育成する。
また，職員相互の敬愛の精神に基づいた人間関係を基盤として，共通理解を図りながら協調的かつ主体的に教育
の実践に努める。

３ 現状分析と課題（数量的な分析を含む ）。

項 目 現 状 分 析 課 題
学 習 指 導 学級・学年枠をはずした合同学習を実践し，その効用・効果を継続 個々の個性・特性に合った

検討中である。 適正な学習指導を行っている
各学級・学年独自に個別の学習指導計画を作成し，実践してこれに か，という基本視点を常に持
対応している。内容の適正さと共通理解の向上を図るため，月に１～ ちながら，日々の授業を中核
２回開催の学部研修の場で作成内容・実践内容を継続検討中である。 にした地道な実践的研修をど
研究授業を年に数回学部ごとに実施してこれに対応している。事前 う積み上げて行くか。
・事後の研修を通して，個々の個性・特性に合った効果的・効率的な
学習指導についての理解を深めて来ている。

進 路 指 導 保護者の理解と協力を得るとともに，地域社会や労働，福祉等の関 将来を見据え，さらに，個
係諸機関と連携協力して進路指導に取り組んで来ている。個々の関係 々の個性・特性を念頭に置き
諸機関との連携協力は次第に進んで来ているが，包括的な連携協力ネ ながら，適正な進路指導をど
ットワークシステムとしてはまだまだぜい弱である。 う進めて行くか。
将来を見据え，卒業後も充実した生活を営むことができるように支 関係諸機関との連携協力ネ
えて行くための個別移行支援計画の作成に着手している。 ットワークの拡大・強化をど

う進めて行くか。



交 流 活 動 平成１５年度末現在 本校が実施している交流活動は 学校間交流 心の通い合う楽しく有意義， ， ，
地域団体交流，居住地における学校間個別交流を行っている。いずれ な交流の強化・深化をどう進
の場合も有意義な交流が行われている。 めて行くか。
居住する地域の学校と交流しているのは，小学部が１２人，中学部
が５人，高等部が０人である。交流活動を行っているどの児童生徒に
おいても，順調に交流が進んで来ている。当方，先方とも交流日を楽
しみにしている。

相 談 活 動 ， 種々の教育相談・学校見学会・体験学習を実施している。それらに 来談意図を理解した適正な
支援活動 ついての本校の実践活動の現状を外部の方々に体験していただいてい 教 育 相 談 を ど う 進 め て 行 く
信 頼 さ れ る る。適正さ・効果・効用について継続検討中である。 か。
学校づくり 平成１５年度末現在で，幼稚園，保健センター，小・中学校，教育 効果的な学校見学会・体験

委員会との連携協力のもと，実施した支援活動件数は合計２３件，支 学習をどう設定して行くか。
援回数は合計１０２回である。いずれの場合も評価は良好であり，支 関係諸機関との連携協力ネ
援継続を希望していただいている。 ットワークの拡大・強化をど
効果的・効率的な支援活動を行うためには，関係諸機関との連携協 う進めて行くか。
力のネットワークが不可欠である。しかし，現状はこの構築が緒につ
いたばかりである。

開 か れ た 学 プール，体育館のほか，平成１５年度からはプレイルームを地域に 糸口について間もない開か
校づくり 開放している。効果・効用については継続検討中である。 れた学校づくり，特色ある学
特 色 あ る 学 平成１５年度，学校評議委員会を年３回開催した。学校外部の方々 校づくりを学校が一体となっ
校づくり から学校経営や教育活動について様々な意見・提言をいただき，それ てどう実践して行くか。

らは平成１６年度の学校経営・教育活動に生かされた。

４ 中期的目標

① 学習指導
日々の学習指導を個々の教師が日々振り返るという地道な実践を通して，また，個別の学習指導計画に基づく
学習指導の実践を全員で検討し合うという研修機会を通して，児童生徒一人一人の個性・特性に合った学習指導
を推し進めて行くうえで必要不可欠となる知識・技術・感性などの向上を目指す。
② 進路指導
児童生徒一人一人の個性・特性をよく見極め，家庭はもとより，地域社会，労働 ，福祉等関係諸機関との連
携協力を密にしながら児童生徒一人一人に合った適正な進路指導の充実を目指すとともに，関係諸機関との連携
協力ネットワークの拡大・強化を目指す。
③ 交流活動
学校・家庭・地域社会・関係諸機関との連携協力を密にし，地域に根ざした生活が営めるよう，多様な交流活
動の推進を目指すとともに，その推進過程で障害児に対する周囲の理解が深まり高まることを目指す。
④ 相談活動，支援活動，信頼される学校づくり
一つ一つの相談活動，一つ一つの支援活動，一つ一つの学校見学会や体験学習などを誠実・適正に実践し，そ
の実践過程で関係諸機関及び関係者個人との連携協力ネットワークの拡大・強化を目指す。
⑤ 開かれた学校づくり，特色ある学校づくり
学校施設の積極的な開放，長期休業の弾力的な運用，専門的な知識・技能を有する地域人材の積極的な活用な
どを通して，また，学校評議員会の意見・提言を取り入れ，それを実践に移すなどの活動を通して，学校一体と
なった開かれた学校づくり，特色ある学校づくりの推進を目指す。



５ 中期的展望に立った重点目標・重点方策

年 度 重 点 目 標 重 点 方 策 達成状況
・日々の学習指導評価の充実・強 ・種々の評価会・ケース会等において形成的評価機
化を図る。 能，総括的評価機能を十分発揮する。
・個別の教育支援計画の策定に着 ・個別の学習指導計画の書式を確定する。各学級・学
手する。 年独自の考え方が満遍なく収まるように融通のきく

書式が整うようにする。
・家庭及び地域社会並びに労働， ・学校公開の推進，福祉センター連絡協議会及び就労
福祉等関係諸機関との連携協力 関係諸機関との連携協力の強化を図る。
の充実を図る。
・将来を見据えた個別の移行支援 ・指導内容の計画性・系統性・継続性について改めて
計画策定に着手する。 学部ごとに検討して行くとともに，年度後半には個

別の移行支援計画の書式が確定する。
・地域への情報提供活動の充実を ・交流教育係と理解啓発係が連携協力する。広報誌，
図る。 ホームページ，パネル等の情報提供チャンネルの活

用を図る。
１年次 ・学校間個別交流の充実を図る。 ・保護者に対し個別交流実施の趣旨説明を行うととも

， 。に 個別交流希望調査を年度当所において実施する
・多様性に富んだ交流活動を実施 ・地区交歓会を企画立案する。学校が一体となってこ
する。 れを推進する。
・小・中学校，幼稚園，保育園， ・関係諸機関及び関係者個人から寄せられる相談要請
保健センター，教育委員会，医 内容，支援要請内容をよく理解し，それらの要請内
療機関等関係諸機関及び関係者 容に対して誠意をもって適正に対応する。
個人との連携協力ネットワーク ・障害児が示す障害状況にどう対応するかを基本テー
の拡大・強化を図る。 マに，研修会を開催し，関係諸機関及び関係者個人

に参加を呼びかける。
・学校施設の開放を進める。 ・開放する学校施設の種類を拡大し，利用時期・期日

・時間などを弾力的に設定する。
・長期休業を弾力的に運用する。 ・長期休業中に芸術鑑賞会を行う。
・専門的な知識・技能を有する地 ・専門的な知識・技能に関する地域の情報等を収集す
域人材を積極的に活用する。 る。
・学校評議員会の充実を図る。 ・学校評議員会において有用な意見・提言が示される

よう，あらかじめ評議員校内推進委員会が職員全体
の意向を汲み取って協議内容を精選し方向付けして
おく。

・日々の学習指導の評価を充実・ ・種々の評価会・ケース会等において形成的評価機能
強化する。 総括的評価機能を十分発揮する。
・個別の学習指導計画に基づく研 ・授業者と研究授業統括者（スーパーバイザー）との
究授業を実施する。 事前・事後の打ち合わせを充実・強化する。
・家庭及び地域社会並びに労働， ・学校公開の推進，福祉センター連絡協議会及び就労
福祉等関係諸機関との連携協力 関係諸機関との連携協力の強化を図る。



の充実を図る。
・将来を見据えた個別の移行支援 ・計画性・系統性・継続性について引き続き学部ごと
計画の基本内容が固まる。 に検討して行く。
・地域への情報提供活動の充実を ・引き続き交流教育係と理解啓発係が連携協力する。
図る。 広報誌，ホームページ，パネル等の情報提供チャン

２年次 ネルの活用を図る。
・学校間個別交流の充実を図る。 ・保護者に対し個別交流実施の趣旨説明を行うととも

に，個別交流希望調査を年度当初に実施する。
・多様性に富んだ交流活動を実施 ・地区交歓会を企画立案する。学校が一体となってこ
する。 れを推進する。
・小・中学校，幼稚園，保育園， ・関係諸機関及び関係者個人から寄せられる相談要請
保健センター，教育委員会，医 内容，支援要請内容をよく理解し，それらの要請内
療機関等関係諸機関及び関係者 容に対して誠意をもって適正に対応する。
個人との連携協力ネットワーク ・障害児が示す障害状況にどう対応するかを基本テー
の拡大・強化を図る。 マに，研修会を開催し，関係諸機関及び関係者個人

に参加を呼びかける。
・学校施設の開放を進める。 ・開放する学校施設の種類を拡大し，利用時期・期日

・時間などを弾力的に設定する。
・長期休業を弾力的に運用する。 ・校内において，サマースクール等（芸術鑑賞，水遊

び，創作活動等）を実施する。
・専門的な知識・技能を有する地 ・専門的な知識・技能を有する地域の人材情報等を基

， ， ，域人材を積極的に活用する。 に 職員及び児童・生徒が作業学習 芸術的なもの
及び総合的な学習の時間等の中で活用する。

・学校評議員会の充実を図る。 ・学校評議員会において有用な意見・提言が示される
よう，あらかじめ評議員校内推進委員会が職員全体
の意向を汲み取って協議内容を精選し方向付けして
おく。

・日々の学習指導の評価を充実・ ・種々の評価会・ケース会等において形成的評価機能
強化する。 ・総括的評価機能を十分発揮する。
・個別の学習指導計画に基づく研 ・授業者と研究授業統括者（スーパーバイザー）との
究授業を実施する。 事前・事後の打ち合わせを充実・強化する。
・家庭及び地域社会並びに労働， ・学校公開の推進，福祉センター連絡協議会及び就労
福祉等関係諸機関との連携協力 関係諸機関との連携協力の強化を図る。
の充実を図る。
・将来を見据えた個別の移行支援 ・計画性・系統性・継続性について学校全体として検
計画に基づいた進路指導を始め 討して行く。
る。
・地域への情報提供活動の充実を ・引き続き交流教育係と理解啓発係が連携協力する。
図る。 広報誌，ホームページ，パネル等の情報提供チャン

ネルの活用を図る。
・学校間個別交流の充実を図る。 ・保護者に対し個別交流実施の趣旨説明を行うととも

３年次 に，個別交流希望調査を年度当初に実施する。
・多様性に富んだ交流活動を実施 ・地区交歓会を企画立案する。学校が一体となってこ
する。 れを推進する。



・小・中学校，幼稚園，保育園， ・関係諸機関及び関係者個人から寄せられる相談要請
保健センター，教育委員会，医 内容，支援要請内容をよく理解し，それらの要請内
療機関等関係諸機関及び関係者 容に対して誠意をもって適正に対応する。
個人との連携協力ネットワーク ・障害児が示す障害状況にどう対応するかを基本テー
の拡大・強化を図る。 マに，研修会を開催し，関係諸機関及び関係者個人

に参加を呼びかける。
・学校施設の開放を進める。 ・開放する学校施設の種類を拡大し，利用時期・期日

・時間などを弾力的に設定する。
・長期休業を弾力的に運用する。 ・校内において，サマースクール等（芸術鑑賞，水遊

び，創作活動等）を実施する。
・専門的な知識・技能を有する地 ・専門的な知識・技能を有する地域の人材情報等を基

， ， ，域人材を積極的に活用する。 に 職員及び児童・生徒が作業学習 芸術的なもの
及び総合的な学習の時間等の中で活用する。

・学校評議員会の充実を図る。 ・学校評議員会において有用な意見・提言が示される
よう，あらかじめ評議員校内推進委員会が職員全体
の意向を汲み取って協議内容を精選し方向付けして
おく。


